
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本単元は，中学校学習指導要領（平成 20 年）では，「第３学年 Ａ数と式（３）２次方程式について

理解し，それを用いて考察することができるようにする。」に基づいて設定する。 

 方程式については，第１学年で一元一次方程式，第２学年では連立方程式を通して，方程式やその解

の意味，方程式を解くこと，方程式を利用して身の回りの問題を解決することなどを学んでいる。また，

第３学年では「平方根」を学習し，数の範囲を有理数から無理数まで拡張することができたことから，

２次方程式の学習が可能になっている。一次方程式の解き方は，等式の変形を使った１通りの解き方の

みであったが，２次方程式の解き方は大きく２つに分けることができ，因数分解を利用する方法と平方

根の考え方を利用する方法がある。これらの解き方は場面に応じてより適切な方法を判断し，選択する

必要がある。２次方程式の解が２つ存在することや，その解が問題の解答であるとは限らないので，解の

吟味の必要性を実感できる場面があることなど，既習の方程式にはなかったことが学習できる。 

 ２次方程式の利用では，三平方の定理，二次関数など具体的な問題解決への適用が考えられる。この

後の４章「関数 2axy  」や高等学校での数学はもちろん，物理，化学でも利用される場面もあり，２次

方程式は重要な単元である。 

 

 

 

 平成 29 年度全国学力・学習状況調査の数学の数と式の領域の通過率は，数学Ａは 74.9％，数学 B は

46.5％であり，いずれも全国の平均を上回っている。 

 数学Ａの一次方程式，連立方程式の解を求める問題の通過率はそれぞれ88.1％，72.4％となり，方程

式を解くことは概ね定着していると考えられる。しかし，数量の関係を方程式で表す問題の通過率は

56.7％と低く，解答類型９の割合は誤答で最も高い16.4％であった。解答類型９の解答を見ると，過不

足の関係を式で表すことができていないものが多かった。方程式ではなく文字式で解答しているものも

あり，数量関係を捉えることができていないと考えられる。また，数学Ｂの２（２）は与えられた説明

の筋道を読み取り，事象を数学的に表現することができるかどうかをみる問題であったが，通過率は

42.5％であり全国の平均通過率を下回った。この問題の解答類型９の割合は50.7％であり，半数を超え

ている。解答類型９の解答は， n2 や n6 などの解答があり，数値を代入する問題に適していないことが

分かるような誤答が多くあった。 

 以上のことより，事象の中の数量関係を読み取ることや読み取ったことを式に表すことに課題がある

と考えることができる。この要因として，数量関係を読み取るとき，または，読み取ったことを式に表

すときに図や表を利用して情報を整理する学習が十分でなかったと考える。 

 

 

 

 単元の初めに，長さが定められたロープを使って，決められた面積の長方形をつくるときの縦，横の

長さを求める問題に取り組ませる。この問題で方程式の必要性を意識させたり，解が２つ存在するとい

う意外性を感じ取らせたりしたい。一元一次方程式や連立方程式の解やその求め方との違いを明らかに

させ，２次方程式の解き方を学習させる。まず，因数分解を利用した解き方を学習し，解が２つ存在す

ることを実感させる。その後，平方根の考え方を利用する解き方を学習し，解の数の拡張を図っていく。

与えられた方程式によってどちらの解き方を利用するのか判断し，適切に活用できるように指導する。

２次方程式を利用する問題では，図や表を用いて情報を整理し，正しく方程式を立てることができるよ

う指導を行っていく。ペア学習やグループ学習を取り入れ，自分がつくった方程式の立て方を説明する

場面をできるだけ多く設定する。また，与えられた方程式がどのように立てられているのか読み取る問
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単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 
 

先を見通す力，チャレンジ精神，他者理解 

「２次方程式」 

単元の指導 



 
 

題にも取り組ませ，問題と方程式を関連付けて考える場面を設定する。単元の終わりには，花だんの中

に作る道の道幅を求めるパフォーマンス課題を設定する。この課題では図を使って情報を整理し，方程

式を立てる力や，解の公式を使って解を求める力の定着をみる。 

 

 

 

○ 具体的な事象を通して，２次方程式に表すことができる事象に関心をもち，式で表そうとしたり，

自分なりの方法で解を求めたりしようとする。  

【数学への関心・意欲・態度】 

○ 具体的な事象の中に，２次方程式で表すことができる事象があることに気づき，その事象や解の意

味について考察することができる。  

【数学的な見方や考え方】 

○ ２次方程式に値を代入して，その値が解であるかどうかを確かめることができる。また，因数分解

や平方根の考え方を利用して２次方程式を解くことができ，その手順を説明することができる。  

【数学的な技能】 

○ ２次方程式とその解の意味を理解する。また，因数分解や平方根の考え方を使って２次方程式を解

く手順を理解する。  

【数量や図形などについての知識・理解】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 数学への 

関心・意欲・態度 

イ 数学的な 

見方や考え方 
ウ 数学的な技能 

エ 数量や図形などに 

ついての知識・理解 

① 具体的な場面の問題

解決に関心をもち，２

次方程式をつくって解

決しようとしている。 

② ２次方程式を解くこ

とに関心をもち，因数

分解を用いて２次方程

式を解こうとしてい

る。 

③ ２次方程式を解くこ

とに関心をもち，平方

の形に変形するなどし

て２次方程式を解こう

としている。 

④ ２次方程式の解の公

式に関心をもち，その

導き方を考えたり，そ

れを用いて２次方程式

を解いたりしようとし

ている。 

⑤ ２次方程式を利用す

ることに関心をもち，

問題の解決に活かそう

としている。 

① ｢AB＝0 ならば A＝0

または B＝0｣の性質を

基にして，因数分解を

用いた２次方程式の解

き方を考えることがで

きる。 
② 平方根の考えを基に
して，２次方程式の解
き方を考えることがで
きる。 

③ 具体的な事象の中で
数量の関係を捉え，２
次方程式をつくること
ができる。 

④ 求めた解や解決の方

法が適切であるかどう

かを振り返って考える

ことができる。 

① ２次方程式をつくる

ことができる。 

② 因数分解を用いて，

２次方程式を解くこと

ができる。 

③ 平方根の考えを基に

して，２次方程式を平

方の形に変形するなど

して解くことができ

る。 

④ 解の公式を用いて，

２次方程式を解くこと

ができる。 

⑤ 問題の中の数量やそ

の関係を文字式で表

し，それを基にしてつ

くった２次方程式を解

くことができる。 

① ２次方程式の必要性

と意味及びその解の意

味を理解している。 

② 平方根の考えを基に

した２次方程式の解き

方を理解している。 

③ 因数分解では解けな

い２次方程式でも，平

方の形に変形すれば解

けることを理解してい

る。 

④ 解の公式を用いた２

次方程式の解き方を理

解している。 

⑤ ２次方程式を利用し

て問題を解決する手順

を理解している。 

単元の目標 

単元の評価規準 



 
 

 

 

 〈高い志〉 

〈知識〉 

〈振り返る力〉 

〈先を見通す力〉 

 ① 問題解決後のイメージをもって課題に取り組む。 

② 解決の手順や方法を考えたり，課題に応じて既習の

内容を選択したりする。 

〈粘り強さ〉 

〈チャレンジ精神〉 

 ③ 既習内容を基にして，課題を解決しようと取り組む。 

〈他者理解〉 

④ 他者の考え方を受け入れ，自分の解き方をよりよい

ものにしようとする。 

⑤ 相手に分かりやすく説明したり，相手の説明を理解

しようとして聞いたりする。 

 

 

 

 

（全 14 時間） 

次 学習内容（時数） 

評     価 

関 考 技 知 
評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 

課題の設定   

【方程式】 

○ 一定の長さのロープを使って決

められた面積の長方形をつくる。 

（１時間） 

 

◎ 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

ア① 

（観察，ワークシート） 

ウ① 

（ワークシート） 

先を見通す力① 

（観察） 

２ 

【２次方程式の解】 

○ ２次方程式と存在を知り，その

解，またはそれを解くことの意味

を理解する。 

（１時間） 

 

 

  

 

 

◎ 

 

エ① 

（ノート） 
チャレンジ精神③ 

（観察） 

情報の収集１  

【因数分解を使った解き方】 

○ 因数分解を使って２次方程式を

解く。 

（３時間） 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

  

ア② 

（ワークシート） 

イ① 

（ワークシート） 

ウ② 

（ワークシート） 

先を見通す力② 

（観察） 

【平方根の考えを使った解き方】 

○ 平方根の考えを使って２次方程

式を解く。 

（３時間） 

・ bax 2 ， qpx  2)( の形の

２次方程式を解く。 
・ qpx  2)( の形にして解く。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

ア③ 

（観察） 

イ② 

（ワークシート） 

ウ③ 

（ワークシート） 

エ② 

（ワークシート） 

エ③ 

（ワークシート） 

 

指導と評価の計画 

育成しようとする資質・能力の本単元とのかかわり 



 
 

情報の収集２  

【解の公式】 

○ 解の公式を使って２次方程式を

解く。 

 

（２時間） 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

ア④ 

（観察） 

ウ④ 

（ノート） 

エ④ 

（ノート） 

チャレンジ精神③ 

（観察） 

４ 

まとめ・創造・表現  

【２次方程式の利用】 

○ ２次方程式を利用して，具体的

な問題を解決する。 

（３時間） 

 ・ 条件にあてはまる数を求める

問題を解く。 

 ・ 図形の動点の問題を解く。 

 ・ 方程式を読み取る問題を考え

る。 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

ア⑤ 

（観察） 

イ③ 

（発表，ワークシート） 

イ④ 

（発表，ワークシート） 

ウ⑤ 

（ワークシート） 

エ⑤ 

（ワークシート） 

他者理解④ 

（観察，ワークシート） 

５ 

実行 振り返り 

○ デザインした花だんの道の幅を

求める。 

（１時間） 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

  

ア⑤ 

（観察） 

ウ⑤ 

（ワークシート） 

 

他者理解⑤ 

（発表，ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

（１）本時の目標 

  既習の方程式では解決できない問題があることを理解し，２次方程式の存在に気付くことができる。 

 

（２）本時の学習展開 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時の問題を把握する。 （10 分） 

○ 新しい単元の学習に入ること

を知る。 

 

   

○ 本時の問題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 長方形の３辺をロープを使って

囲むことを，図を使って確認させ

る。 

◇ 縦の長さを５ｍにしたときの横

の長さと土地の面積を求めさせ，

縦の長さが変われば，面積が変わ

ることを認識させる。 

 

  

○ 問題を解く。 ◇ 自由な発想で考えさせる。   

○ 答えを発表する。 

 【生徒の反応】 

・ 20ｍまたは 30ｍのどちらかを

答える。 

・ 20ｍと 30ｍの両方を答える。 

・ 答えが求められない。 

 

◇ 求め方を発表させる。横の長さ

の求め方を確認させる。 

◇ 問題の答えが１つでないことを

伝え，他の答えを考えさせる。 

 

  

○ この問題をこれまで学習した

内容を使って考える。 

 【生徒の反応】 

・ 文字を使って考える。 

・ 方程式をつくって解く。 

 

◇ 方程式をつくって考えることが

イメージできない生徒には，１年

生の一次方程式で扱った問題を提

示して，思い出させる。 

  

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ ２次方程式の性質を知る。 （25 分） 

○ 方程式をつくる。 

 

◆ 縦，横の長さを x を使って表さ

せる。 

ア① 

（観察，ワーク

シート） 

先を見通す力① 

（観察） 

○ 発表をする。 

 

   

○ 方程式を整理する。 
 1200)2100(  xx  

   ↓ 

 0600502  xx  

◇ 次数について復習する。 

 

 

  

方程式をつくって問題を考えることができる。 

。 

 長さ 100ｍのロープで長方形の土地を道に沿って囲みます。たとえば縦の長さを

10ｍ，横の長さを 80ｍとすると，長方形の面積は 800ｍ2になります。長方形の面積

を 1200ｍ2になるようにするためには縦の長さを何ｍにすればよいでしょうか。 

本時の学習（１／14 時間） 



 
 

 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

  ２次方程式の解，２次方程式を解くことの意味を，それぞれ理解することができる。 

 

（２）本時の学習展開 

○ ２次方程式の定義を知る。 ◇ 方程式を整理したときの流れを

確認しながら，２次方程式である

かどうかを判断するためには，移

項したり，同類項をまとめたりす

るなどの処理を行うことが必要で

あることを確認する。 

 

  

３ ２次方程式を見分ける問題に取り組む。 （10 分） 

○ 問題を解く。 

 

   

○ ２次方程式であるかどうかを

根拠を示しながら発表する。 
◇ 2x の項があるかどうかだけで

判断しないよう確認する。 

ウ① 

（ワークシート） 

 

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する。 ◇ 0600502  xx の解が 20x ，

30x の２つであるかどうかを調

べることを確認させる。 

  

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 前時の復習をする。 （５分） 

○ 前時の復習をする。 

 

◇ ２次方程式の意味を復習する。   

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ x＝20 と x＝30 を方程式に代入して，解であることを確認する。 （25 分） 

○ 解の意味を確認する。 

 

◇ １次方程式を使って，解は方程

式を満たす数であることを確認さ

せる。 

 

  

○ 方程式 0600502  xx に 

x＝0，10，20，30，40，50 を代

入して，解であるかどうかを調

べる。 

 

◆ 左辺，右辺それぞれの式に代入

して計算する方法を確認する。 

  

方程式をつくって問題を考えることができる。 

。 

（予想する生徒のまとめ） 

 右辺を０にするように変形したとき，左辺の式が２次式となる方程式を２次方程式

という。左辺に x2の項があれば２次方程式と言える。 

 

本時の学習（２／14 時間） 



 
 

 
 
 

 

 

（１）本時の目標 

  因数分解を使った２次方程式の解き方を理解し，それを使って２次方程式を解くことができる。 

 

（２）本時の学習展開 

○ x＝20 と x＝30 の２つが解で

あることを確認する。 

◇ 20 と 30 の２つの数のみが方程

式を満たすことを確認させる。 

◇ 20と 30以外の xの値を代入した

とき，左辺が大きくなっているが，

20 と 30 の間の数を方程式に代入

すると左辺が小さくなることを確

認させ，20 と 30 以外の数は方程式

を満たさないことを確認させる。 

◇ ２次方程式の解は２つしか存在

しないことを確認させる。 

 

  

３ 適応問題を解く。 （15 分） 

○ 問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 左辺と右辺に分け，それぞれに x

の値を代入させる。 

◇ ５つの数のうち，この問題では

解は１つしか求められないことを

伝える。 

 

 

 

エ① 

（ノート） 

 

○ 答えを発表する。 ◇ もう一つの解を求めさせる。 

◇ 代入による解の求め方は効率が

悪い方法であると気付かせる。 

◇ 次時は効率の良い方法での解の

求め方を学習することを確認させ

る。 

 

 チャレンジ

精神③ 

（観察） 

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する。    

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 前時の復習をする。 （５分） 

○ 前時の復習をする。 

 

◇ ２次方程式の意味を復習する。   

（予想する生徒のまとめ） 

 ２次方程式の解は２つ存在して，どちらの解も１次方程式や連立方程式のように方

程式を満たす数である。 

 

本時の学習（３／14 時間） 

 ０，１，２，３，４のうち，２次方程式 822  xx の解はどれですか。 



 
 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

  因数分解を使った２次方程式の解き方を理解し，それを使って２次方程式を解くことができる。 

 

（２）本時の学習展開 

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ 方程式 0))((  bxax の解を求める。 （18 分） 

○ 「ＡＢ＝０ならばＡ＝０また

はＢ＝０である」ことを理解す

る。 

 

 

 

  

○ 例題を解く。 

 

 

◇ A と B の式に分け，２つの式を捉

えやすくする。 

ア② 

（ワークシート） 

 

○ 練習問題を解く。 ◇ 0)3( xx の解を求めるとき，x

を A の式と見なすことを確認させ

る。 

 

  

３ 因数分解を使って２次方程式を解く。 （22 分） 

○ 例題を考える。 

 

   

○ 練習問題を解く。 ◇ 2x の項があるかどうかだけで判

断しないよう確認する。 

  

４ 本時のまとめをする。 （５分） 

○ 0600502  xx の解を求

める。 

◇ 途中式を書かせる。 

◇ 代入による求め方よりも因数分

解を使った求め方の方が効率がよ

いことに気付かせる。 

 

ウ② 

（ワークシート） 

 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する    

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （８分） 

○ 前時の復習をする。 

 

◇ 共通因数でくくる方法，乗法公式

１，４で考える方法を復習する。 

◇ 乗法公式２，３で考える方法を学

習することを確認する。 

  

（予想する生徒のまとめ） 

 右辺が０となっているとき，左辺を共通因数でくくったり，乗法公式を使ったりし

て因数分解すれば２次方程式を解くことができる。 

 

因数分解を使って方程式を解くことができる。 

。 

本時の学習（４／14 時間） 



 
 

 

 

 

 

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ 乗法公式２，３の考え方で２次方程式を解く。 （15 分） 

○ 例題を考える。 

 

◇ 乗法公式２，３の考え方を使って

解くと，解が１種類となりこれを重

解と呼ぶことを確認する。 

◇ 乗法公式１の考え方を使った解

き方で解を求め，２つの解が一致す

ることを確認させる。 

 

  

○ 練習問題を解く。 

 

 ウ② 

（ワークシート） 

 

３ 因数分解を使って２次方程式を解く。 （22 分） 

○ 例題を考える。 

 

 

 

 

 

 

◆ （左辺）＝０の形にするための方

法を考えさせる。 

 

イ① 

（ワークシート） 

先を見通す力② 

（観察） 

○ 解き方を発表する。 

 

◇ 特に，（左辺）＝０の形にするま

での処理を発表させる。 

◇ 「移項する」や「同類項をまとめ

る」など，方程式を整理するときの

操作（処理）も発表させ，全体で確

認させる。 

◇ 一般的に，２次方程式を解くとき

に，発表した操作（処理）の順番は

どうなるか考えさせる。 

 

  

○ 練習問題を解く。 ◆ 次の手順で方程式を整理させる。 

① かっこがあるときは分配法則を

使ってかっこを外す。 

② 右辺に項があるときは左辺に移

項する。 

③ 同類項があるときは同類項をま

とめる。 

 

  

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する。    

（予想する生徒のまとめ） 

 重解は同じ解が２つ存在することである。また，２次方程式を整理するためには「展

開をする」「移項する」「同類項をまとめる」を行えばよい。 

因数分解を使って方程式を解くことができる。 

。 

方程式 8)4)(2(  xxx を解きなさい。 



 
 

 

 

（１）本時の目標 

  因数分解を使った２次方程式の解き方を理解し，それを使って２次方程式を解くことができる。 

 

（２）本時の学習展開 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （10 分） 

○ 前時の復習をする。 

 

◇ 「展開する」「移項する」「同類項

をまとめる」を使って方程式を解く

ことができたことを確認させる。 

 

  

○ 例題を確認する。 

 

 

 

 

 

◇ これまで学習した２次方程式と

比較して異なることを考えさせ，発

表させる。 

 

  

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ x2の係数が１以外の場合の２次方程式を解く。 （15 分） 

○ 例題の解き方を考える。 

 

◇ これまで学習した２次方程式に

帰着させるための方法を考えさせ

る。 

◆ x2 の係数を１にするための方法

を考えさせる。 

 

  

○ 練習問題を解く。 

 

 

◇ x2の係数が－１のとき，両辺に 

－１をかける，または，両辺を－１

でわるという２通りの解き方があ

ることを確認させる。 

 

  

３ これまで学習した考え方を使って２次方程式を解く。 （20 分） 

○ 例題を解く。 

 

◆ （左辺）＝０の形にするための方

法を考えさせる。 

  

○ 解き方を発表する。 

 

◇ 前時で学習した「移項する」や「同

類項をまとめる」など，方程式を整

理するときの操作（処理）に，「x2

の係数で両辺をわる」が加わえて方

程式を解けばよいことに気付かせ

る。 

 

  

○ 班に配られた問題プリントか

ら各自一問選び，その練習問題

を解く。 

◆ 次の手順で方程式を整理させる。 

① かっこがあるときは分配法則を

使ってかっこを外す。 

② 右辺に項があるときは左辺に移

項する。 

③ 同類項があるときは同類項をま

とめる。 

④ x2の係数で両辺をわる。 

ウ② 

（ワークシート） 

先を見通す力② 

（観察） 

本時の学習（５／14 時間） 

x2の係数が１以外の場合の２次方程式を解くことができる。 

。 

方程式 040182 2  xx  を解きなさい。 



 
 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

  bax 2 の形の２次方程式を，平方根の考えを用いて解くことができる。 

 

（２）本時の学習展開 

○ 班内で解き方を説明し合い，

答え合わせをする。 

◇ 「展開する」「移項する」「同類項

をまとめる」「x2 の係数で両辺をわ

る」のキーワードを使って説明させ

る。 

 

  

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する。    

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （５分） 

○ 方程式 0162 x を解く。 

 

◇ 乗法公式を使って解くことがで

きたことを確認させる。 

  

○ 方程式 0162 x を因数分解

の考え方を使った解き方以外の

方法を知る。 

 

◇ 平方根という用語を生徒から引

き出す。 

◇ 2x （数）の形にすると，平方

根の考え方が利用できることに気

付かせる。 

◆ 162 x の解 4x を図を使っ

て関係を把握させる。 

  

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ 平方根の考え方を使った２次方程式の解き方を学ぶ。 （15 分） 

○ 例題を解く。 

 

 

 

 

◇ 5x は 5x と 5x

の２つの解を合わせて表記してい

ることを確認させる。 

 

  

○ 練習問題を解く。  エ② 

（ワークシート） 

 

 

 

 

平方根の考え方を使って２次方程式を解くことができる。 

。 

方程式 052 x を解きなさい。 

本時の学習（６／14 時間） 

（予想する生徒のまとめ） 

 複雑な２次方程式は，「展開する」「移項する」「同類項をまとめる」「x2の係数で両

辺をわる」の手順で計算すればかいを求めることができると分かった。 



 
 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

  bax  2)( の形の２次方程式を，平方根の考えを用いて解くことができる。 

 

（２）本時の学習展開 

３ x2の係数が１以外のときの２次方程式を解く。 （25 分） 

○ 例題を考える。 

 

 

 

 

 

 

◆ （左辺）＝０の形にするための方

法を考えさせる。 

 

 

 

 

イ② 

（ワークシート） 

 

○ 解き方を発表する。 

 

◇ 特に，（左辺）＝０の形にするま

での処理を発表させる。 

◇ 「移項する」や「同類項をまとめ

る」など，方程式を整理するときの

操作（処理）も発表させ，全体で確

認させる。 

◇ 一般的に，２次方程式を解くとき

に，発表した操作（処理）の順番は

どうなるか考えさせる。 

 

  

○ 練習問題を解く。 ◆ 次の手順で方程式を整理させる。 

① かっこがあるときは分配法則を

使ってかっこを外す。 

② 右辺に項があるときは左辺に移

項する。 

③ 同類項があるときは同類項をま

とめる。 

④ x2の係数で両辺をわる。 

 

  

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する。    

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （15 分） 

○ 前時の復習をする。 ◇ 2x （数）の形にすると，平方

根の考え方が利用できることを確

認させる。 

  

 方程式      を平方根の考え方を使って解きなさい。 

（予想する生徒のまとめ） 

 重解は同じ解が２つ存在することである。また，２次方程式を整理するためには「分

配法則を行う」「移項する」「同類項をまとめる」「x2 の係数で両辺をわる」を行えば

よい。 

0182 2 x

本時の学習（７／14 時間） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 方程式 5)3( 2 x の解を求

める。 

 

◇ 左辺を展開して，解を求めること

ができなかった生徒の解答を紹介

する。 

◇ 前時で学習した２次方程式に帰

着させるための方法を考えさせる。 

◆ 左辺を x2 の形にするための方法

を考えさせる。 

 

  

○ 方程式 5)3( 2 x を解く。 

 

◇ 53x は 53 x と 

53 x の２つの解を合わせて

表記していることを確認させる。 

 

イ② 

（ワークシート） 

 

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ 解が整数となる場合の２次方程式を解く。 （13 分） 

○ 練習問題を解く。 

 

 

 

 

◇ ４の平方根は整数で表されるこ

とを確認する。 

 

エ③ 

（ワークシート） 

 

○ 答え合わせをする。 

 

◇ 21x は 21x  と 

21x の２つの解であること

を確認させ，整数で求めさせる。 

 

  

３ 置き換えを使った解き方で２次方程式を解く。 （17 分） 

○ 練習問題を解く。 

 

◇ 右辺がまだ計算できる形であれ

ば，解を見直すように促す。 

 

  

○ 答え合わせをする。    

４ 本時のまとめをする。 （５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する。    

置き換えを使って２次方程式を解くことができる。 

。 

 方程式 4)1( 2 x を解きなさい。 

（予想する生徒のまとめ） 

 5)3( 2 x のような２次方程式は展開しても解けないことがあるので，置き換え

を使って解けばよいことが分かった。解を求めたときに平方根が計算できるときがあ

るので注意したい。 



 
 

 

 

（１）本時の目標 

  02  baxx の形の２次方程式は， qpx  2)( の形に変形すれば解けることを理解することが

できる。 

 

（２）本時の学習展開 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （15 分） 

○ 前時の復習をする。 

 

◇ 平方根の考えを使った２次方程

式を復習する。 

◇ 2x （数）の形にすると，平方

根の考え方が利用できることを確

認させる。 

 

  

○ 方程式 0562  xx の解を

求める。 

 

◇ 因数分解の考えを使った解き方

では解を求めることができないこ

とを実感させる。 

 

  

○ 方程式 0562  xx を前時

に学習した解き方に帰着させる

ための処理を考える。 

 ① 定数項を右辺に移項する。 

 ② 左辺を(  )2 の形にする

ために，x の係数の１／２の

２乗を両辺に加える。 

 ③ 左辺を(  )2 の形に変形

する。 

 ④ かっこの中の１次式を一文

字に置き換える。 

 ⑤ 平方根の考えを使って方程

式を解く。 

 

◇ 2x （数）の形にするための変

形を順番に考えさせる。 

◇ ②については具体例をいくつか

示して考えさせる。 

  

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ 練習問題を解く。 （20 分） 

○ 練習問題を解く。 

 

 

 

 

◇ x の係数が偶数である問題を提

示する。 

ア③（観察）  

○ 練習問題を解く。 

 

 ウ③ 

（ワークシート） 

 

３ x の係数が奇数のときの２次方程式を解く。 （10 分） 

○ 問題を解き，発表する。 

 

 

 

 

 

 

◆ 例題を解いたときの手順に従っ

て考えさせる。 

 

 

  

因数分解ができない場合の２次方程式の解を求めることができる。 

。 

方程式 0342  xx を解きなさい。 

 方程式 0132  xx を平方根の考え方を使って解きなさい。 

本時の学習（８／14 時間） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

   解の公式を用いて，２次方程式を解くことができる。 

 

（２）本時の学習展開 

○ x の係数が偶数のときと比べ

て解き方が難しくなった要因を

考える。 

 

◇ 先に解いた例題，練習問題と今

回の問題を比較させて，どちらが

難しかったかどうか聞き，その要

因を発表させる。 

◇ 分数が現れるとき「x の係数の

1/2 の２乗を両辺に加える」ときに

着目させる。 

 

  

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する。 ◇ x の係数が奇数のときの２次方

程式の別の解き方を学習すること

を確認する。 

  

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （15 分） 

○ 前時の復習をする。 

 
◇ 方程式 0132  xx の解き方

を確認する。 

◇ x の係数が奇数であることから

平方根の考え方を使って解くと

計算が複雑になったことを確認

させる。 

 

  

○ 解の公式を使った解き方を知

る。 

 

◇ 解の公式を示し，使い方を説明す

る。 

◇ 方程式 0132  xx を解の公

式を使って解く方法を示す。 

 

  

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

解の公式を使って２次方程式を解くことができる。 

（予想する生徒のまとめ） 

 因数分解の考え方を使って２次方程式を解くことができない場合は，平方根の考え

方を使って解けばよいことが分かった。そのためには，まず定数項を右辺に集めてか

ら，x の係数の半分の２乗を両辺に加えればよい。 

本時の学習（９／14 時間） 



 
 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

  約分が必要となったり，解が有理数になったりする場合の２次方程式を，解の公式を用いて解く

ことができる。 

 

（２）本時の学習展開 

２ 練習問題を解く。 （20 分） 

○ 練習問題を解く。 

 

 

 

 

 

◇ a，b，c の値を書かせてから，解

の公式に代入させる。 

◇ 分子の b の代入や根号の中の計

算に注意させる。 

◆ 代入する値を１つずつ確認しな

がら式を書かせる。 

 

エ④ 

（ワークシート） 

 

３ 解の公式の成り立ちと使い方について知る。 （10 分） 

○ 解の公式の成り立ちを知る。 ◇ 方程式 02  cbxax を前時で

学習した平方根の考え方を使った

解き方の手順で公式を求める。 

 

ア④ 

（ワークシート） 

 

○ 方程式 0342  xx を解

く。 

◇ 解の公式は，因数分解の考え方を

使って解くことができなかったり，

平方根の考え方を使って解くこと

が難しいときに使うことを確認さ

せる。 

 

  

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する。    

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （５分） 

○ 前時の復習をする。 

 

◇ 解の公式を使った計算の仕方を

確認させる。 

 

  

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ 問題を解く。 （25 分） 

○ 問題を解く。 

 

 

 

  

解の公式を使って，２次方程式を解くことができる。 

（予想する生徒のまとめ） 

 因数分解や平方根の考え方を使って２次方程式を解くことができないときに，解の

公式を使って解くことができることが分かった。公式に数値を代入すればいいので便

利であると思った。 

方程式 0242  xx を解きなさい。 

本時の学習（10／14 時間） 



 
 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

  ２次方程式を利用して，問題を解決する手順を理解することができる。 

 

（２）本時の学習展開 

◇ 8 は根号の中の数が小さくで

きる数であることに気付かせる。 

 

○ 解き方を確認する。 

 

◇ 誤答を示しながら，約分をすると

きはすべての項を同じ数で約分す

るということを確認させる。 

 

  

○ 問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

◇ 分母が４になっているかどうか

確認し，誤りがあれば指導する。 

◇ 49 は整数に直せることに気

付かせる。 

 

 チャレンジ精神③ 

（観察） 

○ 解き方を確認する。 ◇ 解を求めるときに２つの式に分

けて書く。 

 

  

３ 練習問題を解く。 （15 分） 

○ 練習問題を解く。 

 

◆ a，b，c の値を書かせてから，公

式に代入させる。 

◆ 平方根の変形を，素因数分解を使

って計算させる。 

 

ウ④ 

（ノート） 

 

○ 解き方を発表する。    

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する    

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （12 分） 

○ これからの学習の見通しをも

つ。 

 

◇ これまで学習した２次方程式の

解き方を使って様々な問題を解決

することを確認する。 

  

（予想する生徒のまとめ） 

 解の公式を使って解くときには，根号の中の数が小さくできるかどうかや整数に直

せるかどうかを確認しなければいけないと思った。平方根の変形が早くできるように

もう一度復習をする。 

方程式 0352 2  xx を解きなさい。 

本時の学習（11／14 時間） 



 
 

○ 例題を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 具体的な数を使って計算をさせ

て，問題を捉えさせる。 

◇ 例題を２次方程式を使って問題

を解くことと２次方程式を使った

解き方を知ることが本時の目標で

あることを確認する。 

 

  

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ 例題を解く。 （15 分） 

○ 方程式をつくり，それを解く。 

 

◇ １，２年時の方程式の学習を振り

返らせる。 

◇ 方程式をつくる手順として，まず

数量の関係を捉えさせる。 

◆ 先に示した具体的な数で表した

式に文字をあてはめさせる。 

◇ 方程式を解く手順を確認させる。 

◆ 因数分解ができるようにするた

めに以下の操作を考えさせる。 

 ・ （２次式）＝０の形に変形する。 

 ・ x2の係数を１にするための処理

をする。 

 

ア⑤（観察）  

○ 方程式の解から，問題の答え

を考える。 

◇ x＝－５は答えとしてふさわしく

ない理由を発表させる。 

◇ ２次方程式を使って解く問題で

は，解が問題に適しているかどうか

を確認する必要があることをおさ

える。解の吟味という用語も紹介す

る。 

 

  

○ ２次方程式を使った解き方の

手順を整理する。 

   

３ 練習問題を解く。 （18 分） 

○ 練習問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 求めた答えが問題に適している

かどうかを確かめさせる。 

 

 

 

 

 

イ③ 

（ワークシート） 

 

○ ペアで確認させ，必要に応じ

て修正をする。 

◇ 解き方の手順の４つの項目が書

かれているかどうか確認させ，内容

についても適切であるかどうかお

互いの解き方をチェックさせる。 

 

イ③（発表）  

○ 答え合わせをする。 ◇ 解の吟味について確認する。   

２次方程式を使った問題の解き方を理解することができる。 

 連続する２つの自然数があります。それぞれを２乗した数の和が 41 になるとき，

この２つの自然数を求めなさい。 

 連続する２つの自然数があります。大きい方の数の２乗から，小さい方の数の６倍

をひいた差は 22 になります。この２つの自然数を求めなさい。 
 



 
 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

  ２次方程式を利用して，動点の問題を解くことができる。 

 

（２）本時の学習展開 

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する    

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （５分） 

○ 前時の復習をする。 

 

◇ ２次方程式を使った解き方の手

順を確認する。特に，２次方程式で

は求めた解が問題の答えとならな

い場合があるので，解の吟味が必要

であることを確認させる。 

 

  

○ 例題の内容を把握する。  

 

 

 

 

 

 

 

◇ 磁石を使って，点ＰとＱの動きを

確認させる。 

◇ △PBQ の面積の変化を捉えさせ

る。 

◇ 点ＰとＱの動きに範囲が限られ

ていることに気付かせる。 

 

  

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

  

２ 例題を解く。 （15 分） 

○ 例題を解く。 

 

 

 

◇ 解き方の手順に沿って考えさせ

る。 

◆ 三角形の面積の求め方の公式に

文字をあてはめさせて方程式をつ

くらせる。 

ア⑤（観察）  

本時の学習（12／14 時間） 

動点の問題を２次方程式を使って解くことができる。 

 

 
 １辺 10cm の正方形 ABCD があります。点 P は，秒速１
cm で辺 AB 上を A から B まで動きます。また，点 Q は，
点 P と同時に出発して，点 P と同じ速さで辺 BC 上を B
から Cまで動きます。 
 △PBQ の面積が８cm2になるのは，点 P，Q が出発して
から何秒後ですか。 

（予想する生徒のまとめ） 

 文章問題を２次方程式を使って解くときには，求めた解が問題に適していないこと

があるので，確かめることが必要である。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 解の吟味をしているかどうか確

かめさせる。 

 

○ 解き方を発表する。 

 

◇ xの値には範囲があることに気付

かせ，図を使って x の変域を確認さ

せる。 

◇ 前時とは異なり，２つの解が問題

に適しており，答えが２通りあるこ

とを確認させる。 

 

  

３ 練習問題を解く。 （20 分） 

○ 練習問題を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ AP＝xcm として，方程式を考えさ

せる。 

◆ 「移項する」や「同類項をまとめ

る」など，方程式を整理するときの

操作（処理）をヒントカードとして

渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 解き方を発表する。 

 

◇ xの変域を理由を合わせて発表さ

せる。 

 

ウ⑤ 

（ワークシート） 

 

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する    

 長さ 10cm の線分ＡＢがあります。点ＰはＡを 

出発してＢまで動きます。このとき，ＡＰ，ＰＢ 

をそれぞれ１辺とする２つの正方形の面積の和が 

52cm2になるのは，点Ｐが何 cm 動いたときです 

か。 

（予想する生徒のまとめ） 

 動点の問題は，点の動きによって x の変域が決まるので図できちんと確かめる必要

がある。今回は２つの解が両方とも問題に適していて，前回の問題とは違っていた。 



 
 

 

 

（１）本時の目標 

  道の幅を求めるための２次方程式の成り立ちを考えることができる。 

 

（２）本時の学習展開 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 （８分） 

○ 前時の復習をする。 

 

◇ x の変域によって，２次方程式の

解が２つとも問題の答えとなる場

合があったり，どちらか１つが問題

の答えとなったりすることがある

ことを確認する。 

◇ 図によって x の変域を確認する

ことが必要である。 

 

  

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

   

２ 問題を考える。 （27 分） 

○ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 個人思考の後に，ペアで説明し合

うことを伝えておく。 

 

  

○ 問題を解く。 

 

 

◇ ①と②がそれぞれ何についてつ

くられた方程式であるかを考えさ

せる。 

◆ ②は道の面積についてつくられ

た方程式であることを確認し，②に

ついて考えさせる。 

◆ 縦の道，横の道，重なる部分の３

つの図を示したヒントカードを渡

す。 

 

  

○ ペアで自分の解答を説明し合

う。 

 

 

◇ 根拠を示すことができていない

生徒には，図を使って説明すること

を伝える。 

 他者理解④ 

（発表） 

 まさるくんは，右の図のような縦８ｍ，横 10ｍの長方形
の土地に，幅が一定の道をつくり，残りを花だんにしたい
と思っています。花だんの面積を 48ｍ２にするためには，
道幅を何ｍにすればよいか考えました。 

 まさるくんは道の幅を x ｍとして，次のような方程式をつくりました。 

  ① 48)10)(8(  xx      ② 32108 2  xxx  

 ①と②のどちらかを選び，どのようにして考え，方程式がつくられたのか 
説明しなさい。図や式を使って説明しても構いません。 
 

与えられた方程式の成り立ちを考え，説明することができる。 

。 

本時の学習（13／14 時間） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 解き方の修正をする。   他者理解④ 

（ワークシート） 

 

３ 道幅を求める。 （15 分） 

○ 方程式を解いて，道の幅を求

める。 

◇ 解の吟味ができていない生徒に

は，求めた解が問題の答えとしてふ

さわしいのか問いかける。 

 

イ④ 

（ワークシート） 

 

 

○ 答え合わせをする。 

 

 エ⑤ 

（ワークシート） 

 

 

４ 本時のまとめをする。（５分） 

○ 本時の学習のまとめを書い

て，発表する。 

 

 

 

 

 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学

習したことを自己評価カードに書

かせる。 

 

 

 

 

 

  

○ 次時の内容を確認する    

（予想する生徒のまとめ） 

 道を端に寄せて考えると花だんの面積が１つになったので，花だんの面積について

考える方が分かりやすかった。方程式の解は２つ求めることができたけれど，花だん

の縦と横の長さを考えて，答えを求めることができた。 



 
 

 

 

（１）本時の目標 

  自分がデザインした花だんの道幅を２次方程式を使って考え，その求め方を説明することができる。 

 

（２）本時の学習展開 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

 

 

○ 前時の復習をする。 

 

 

 

 

 

〇 花だんの写真を見る。 

○ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

〇 班で花だんのデザインを

１つ考える。 

 

 

〇 個人で横に通る道の道幅

を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 方程式を利用した花だんの道幅の求

め方は，①花だんの面積について方程

式を立てる。②道の面積について方程

式を立てる。の２通りがあったことを

確認する。 

 

◇ 花の配置によって印象が異なる。 

 

 

 

 

◇ ガソリン車のみの答えになった場

合，ハイブリット車が普及しているこ

とをおさえ，もう一度考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 前時に扱った問題の図を示し，デザ

インの参考にさせる。花の色も書かせ

る。 

 

◇ 方程式を使った解き方の手順を示

す。 

・ 花だんの面積または道の面積の数

量関係を考えさせる。 

・ 求めたい数量を文字 xで表し，方

程式を求めさせる。 

◆ 道を端に寄せた図をかかせ，花だん

の面積について方程式を立てさせる。 

 

◇ 方程式の解が根号を含む数になる場

合は，平方根の近似値表を使っておお

よその値を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア⑤ 

（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習（14／14 時間） 

１ 本時の問題を把握する。（７分） 

２ 班で課題を解決する。（１５分） 

花だんにつくる道の幅を方程式を使って求めることができる。 

問題  

 縦６m，横８m の長方形の土地があります。そこに道と花だんをつくり，その花だんにはチュー

リップの球根を植えようと考えています。そこで，次のような条件を満たすような花だんのデザ

インを考えたい。 

（条件） 

① チューリップの花の色は赤，ピンク，黄，白の４色に 

する。４色のチューリップの割合は自由にしてよい。 

② 用意できる球根や肥料の量から花だんの合計の面積は 

32m2にする。 

③ 縦に通る道と横に通る道を少なくとも１本ずつ作る。 

④ 道幅は一定とするが，縦に通る道の道幅が横に通る道 

の道幅の２倍となるように作りたい。 

 

 このとき，横に通る道の幅は何 m にすればよいですか。 



 
 

 

 

 

 

〇 ４人班で，各自がデザイン

した花だんの道幅の求め方

を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 方程式の立て方と解の吟味を必ず説

明させる。 

◇ 一人ずつ「説明→質問」という流れ

で行わせる。 

◆ 説明する手順を示したプリントを渡

し，それに沿って説明させる。 

◆ 方程式を使った解き方の手順を確認

させる。 

 

 

 

◇ デザインが異なるものを２つ程度発

表させる。特に，どちらかの道が２つ

の分割されているものを１つ取り上げ

る。 

◇ 方程式が同値になる花だんのデザイ

ンを取り上げ，１つの方程式で様々な

デザインの道幅を求めることができる

ことに気付かせる。 

○ 求めた道幅の数値から直感で求める

ことが難しいことを体感させ，方程式

を使って考えることのよさを実感させ

る。 

 

 

 

 

ウ⑤ 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他者理解⑤ 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他者理解⑤ 

（発表） 

 

 

 

 

○ 本時の学習のまとめをす

る。 

 

 

 

 

 

○ 次時の学習内容の確認を

する。 

 

◇ ねらいに対して本時の授業で学習し

たことを自己評価カードに書かせる。 

 

 

  

 

 

 

５ まとめをする。（５分） 

３ デザインした花だんの道幅の求め方を班でを説明する。（１５分） 

（予想する生徒のまとめ） 

 いろいろな花だんのデザインがあっても同じ方程式で求めることができた。答

えとなる道幅はきりのいい数値ではなかったので，方程式を使うことのよさを感

じた。 

４ 各班がデザインした花だんの道幅の求め方を発表する。（８分） 


